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The "Wall" Museum in Berlin

� 卒業設計のコンセプトのきっかけ、デ

ザインについて教えて下さい。

山名� 何を設計のテーマにしようかと考え

ていた時に、高校の頃、すぐ横に米軍のキ

ャンプがあったのを思い出しました。塀で

囲まれていて金網越しに眺めることしか出

来なくて、一歩中に入るとそこはアメリカ

なわけです。そんなことから境界（リミッ

ト）って何だろうということを考えはじめ

ました。アメリカ・日本の対立の中で建築

を作れないかと…。そんな時、１９８９年

１１月１０日、ベルリンの壁崩壊のニュー

スが目の前で流れた。それまで自分の中に

あった問題設定をどう設計として解決し得

るか、その解答としてベルリンの壁を扱お

うと思ったのです。１１月１０日というあ

る一時点から、東と西を隔てる物理的な壁

が、残っているところはありながらもその

意味を失ったわけです。その意味も含めて

東と西の境界線上にベルリンの壁のミュー

ジアムを作ることにしました。デザインに

ついてはリミットに対して新たな境界を認

識するような壁を作りたいと思い、意味の

希薄になった壁ということで透明感のある

ような建物を構想しました。��

�学生時代に興味のあったことは？

山名� 新しいものを見るということはもち

ろんよくやってたけど、それよりも古いも

のが好きで、京都や奈良によく通っていま

したね。

� 最初に海外に行こうと思ったきっかけ

は何ですか？

山名� 大学２年の時にカーンの本を読んだ

ものの、なんだかよく理解できなかった。

それで卒業設計提出の翌日にカーンを見よ

うとアメリカに行きました。そういう環境

で勉強したいと思っていたし、ずっとパラ

ーディオに興味があったので、西海岸から

ニューヨークへ、そこからヨーロッパへ渡

りました。建築を見たり、有名大学の設計

スタジオも見たりしました。ベルリンの敷

地もその時初めて見ましたね。��

� 当時影響を受けた建築家は誰ですか？

山名� パラーディオ、カーン、香山(壽夫)

先生ですね。

Ｑ� 卒業設計は現在の活動とどのようにつ

は成り得ないような状況が出来上がってい

る気がします。設計行為でも、自分の為に

しているのではなくて、ある認め合う社会、

想定された社会の上に設計していることに

なりかねない。それでいいのかということ

を最近考えています。

�最後に学生に一言お願いします。

山名� 僕たちの頃のような消費の激しかっ

た時代と違い、不景気と言われる今ですが

これはゆっくり建築について考えられるい

い状況であると思います。壊しながら建て

ていくこととは違い、街を作るという意味

でも、これからは壊さずに建てることが本

当に建築をやるということなんじゃないか

と思います。

ながっていますか？

山名� 卒業設計をやりながら、自分が良く

も悪くも実はアメリカが嫌いだったという

ことに気づきました(笑)。昔はアメリカが

中心でその下に僕たちが生きていた。しか

し、ベルリンの壁が壊れたことによってそ

んな絶対的な二項対立ではない世の中のあ

り方になった。卒業設計を通して、それを

自分の人生の価値に置くことが出来ました。

設計者としての現在とのつながりに関して

は、反省点になってしまうのですが、この

卒業設計ではコンセプチュアルにとか、記

号性とか、形式的に考えることに重点を置

いていた。今思えばそれは空間性を乏しく

させていることに繋がります。けれども建

築の「透明性」ということに関してはその

時から考えていたことだし、これからも考

えていくことだと思います。�����

Ｑ�現在興味のあることはなんですか？

山名� 最近読んだ本で、哲学者スティグレ

ールの『象徴と貧困』というのがあって、

ハイパーインダストリアル時代の危険性に

ついて指摘しています。それが最近僕が色々

考える上でのベースになっているかも知れ

ない。自分の趣味趣向をどこかに投げかけ

ると、それに賛同する人が一斉に集まって、

すぐに消費されてしまう。例えばそれが商

品開発に繋がったり、もはや個々のもので
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